
深沢と腰越の谷戸より 

CPCの会(湘現会分科会) 

青野正宏 



CPCの会とは 

• 鎌倉を中心とする湘南地区のシニアを会員とす
る湘南鎌倉生涯現役の会(略称 湘現会)の一分
科会 

• C(Community) P(Photograph)C(Contribute)の頭
文字 写真を通じて地域社会に貢献する。－カメ
ラ好きのメンバが集まってできた会 

• ただし、現在は必ずしも写真が趣味の人間の集
まりではなく、鎌倉の歴史・文化などの新旧比較
にウエイトをおいている。写真家もいる。 

• 会の正式名称は「鎌倉の今昔探索の会」と改称
したが、継続性の観点からCPCの名を併用 



最近10年の活動 

• 旧鎌倉地区を除く鎌倉市内(大船・玉縄・深
沢・腰越)の各地区の谷戸を図書館と合同で
調査(旧鎌倉は10年前に完了) 

• 各地区の人の協力を得て、昭和20年代と現
在(平成20年代)との比較、主要ポイントの撮
影、特筆事項などを、「(続)鎌倉谷戸の記録」
としてまとめた。 

 



今回の発表 

深沢・腰越地区について
「(続)鎌倉の谷戸(下)を用
いて新旧比較を中心に 

その他、鈴木正一郎氏
撮影他 深沢・腰越の 
古写真を一部援用 



地図と空撮写真 

• 地図は鎌倉市図書館所蔵の平成26年1/2500
の地図と昭和29年1/3000を使用 

• 空撮写真は国土地理院がインターネットで公
開している空撮写真を利用規約に従って利
用 

– 最近のものは平成26年～平成19年撮影 

– 過去のものは終戦直後のもの 



深沢・腰越の特徴 

台峯 常盤山 広町の三大
緑地がすべてこの地域 

緑地が多い 



台峯 

常盤山 

広町 



しかし 

丘陵を切り崩し、
宅地化した場所も
多い 
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昭和21年2月15日 



山崎 



山崎の特徴 

• 山崎は山の「さき」と言う意味で天神山のこと 

• 北部は平野(田園地帯→工場・住宅地帯) 

• 南部は緑地帯(台峯・鎌倉中央公園) 

• 宅地化は進んだが、造成地は少ない 

• 尾根の上の畑が多く残されている。 

 



昭和21年2月15日 平成19年4月26日 



倉久保谷戸(台峯)と清水谷戸(星岡窯跡) 
谷戸の水田から湿地帯へ 

昭和29年                       平成26年 



昔は水田 今は湿地
帯 



山崎小学校付近から倉久保谷戸を望む 



東谷 

疎林広場 

下池 

上池 





清水帰りと富士塚 
住宅が増えたこと以外は大きな変化なし 



清水帰りの谷戸(昌清院のある谷戸) 



打越 前田 宮廻り 八反田 

打越と前田の間はわずかに尾根となっている 



寺分・上町屋 



昭和21年2月15日 平成19年4月26日 



上町屋 
集落地を除き、大部分が農地 

主要部分が工場 
集落地はそのまま 農地も一部残っている。 
谷戸は、元からほとんどない。 



写真左の尾根はなくなっている。 
田園は、今は工場 





寺分 

緑地として残されている
部分を除き、宅地開発で 
全面的に変貌 

大慶寺の寺領が名前の
由来 





わずかに残る谷戸の名残(寺ノ入) 





梶原 梶原 

笛田 
常盤 

梶原・常盤・笛田に共通する特徴 

中心となる大きな谷戸から 
柏尾川方面に張り出している 



梶原 



昭和21年2月15日 

平成19年4月26日 



梶原の特徴 

• 梶原川(と新川)流域地帯 

• 下流部は柏尾川に近い平野 

• 上流部は大きな谷戸とその両側の丘陵地帯 

• 谷戸の北側は丘陵地帯であったのが宅地造
成で変貌 

• 谷戸の南側は常盤山緑地で桔梗山団地を除
き保全 

 



梶原川と新川 

昭和29年当時 現在 

新川 

梶原川 

梶原川の流れを新川に付け替えた 
 
新川: (柏尾川) 滑川 砂押川 小袋谷川に次ぐ長さ 
 



大塚川 

新川 

梶原川 



インターネットで見つけた梶原川に関する記述 
 



大工谷戸は深沢中学校に 
道手谷戸は住宅地に 



大工谷戸跡(深沢中学校) 
 

../../無題.jpg


道手谷戸 谷戸の形は残っている。 



昭和29年は広い谷間の水田地帯と小さい谷戸がいくつもあったが 
造成で変形 谷底部分は現在バス道路の幅のみとなっている。 



山ノ神 



野村橋から梶原北側の造成住宅地を望む 



春殿谷 瓜ヶ谷 
常盤山緑地が保全されているので変わらず 



春殿谷 



大荒工→野村総研→散策できる公園→立ち入り禁止 





桔梗山団地 
二つの谷戸が繋がる 
 
桔梗山の字名はもっと南の常盤地区 
本来大久保の筈だが? 





常盤 



常盤の特徴 

• 細長く突き出た大塚川部分を別として、市役
所通りを中心とした大きな谷戸と南北の丘陵 

• 北側の丘陵は常盤山緑地を中心として保全 

• 南側の丘陵地の真ん中は住友の住宅地-常
盤の中心の市役所通りからは目立たない 



昭和21年2月15日 
平成19年4月26日 



殿入・殿入下・常松下 
(常盤の谷戸の入口部分) 

常盤山方面                 常松下 



峯山 御所の内 



北側の常盤山は保全(例外は峯山だが谷戸が宅地化しただけ) 
南側の仲の坂の丘陵地は住友の住宅地として開発されている。 
 



保全されている一向堂の谷戸 



宅造中の仲ノ坂住宅地(昭和43年) 



笛田 



笛田の特徴 

• 笛田川を中心とする谷戸、大塚川左岸、その中
間の尾根地帯(笛田公園など)、柏尾川に近い平
野部に分かれる。 

• 笛田川の谷戸では市内では関谷、手広に次ぐ
農地が残されている。 

• 笛田川の谷戸の奥の萩郷、大塚川左岸で宅地
造成 

• 中央では笛田公園が整備 

• 大塚川源流地域は宅地化は進んでいるが谷戸
の雰囲気は残っている。 



昭和21年2月15日 平成19年4月26日 



昭和29年                          平成26年 
         笛田川を中心とする谷戸 



笛田に残る水田 





上関・中志房 



深沢クリーンセンター 



笛田公園 





墓のあるところは造成の対象外 



宅造中の縦堀(現笛田4丁目)    昭和43年12月 



逆方向から 遠くに梶原の住宅地  昭和43年12月 
この墓も最終的には撤去された 



昭和42年6月の縦堀地区宅造中の空中氏写真 



琵琶田  周辺の丘陵もふくめて宅地化 





立石  馬場谷 大塚川源流地域で住宅地が広がっている。 



大塚川源流の谷戸 



通称お化けトンネルで極楽寺と結ぶ 



手広 



手広の特徴 

• 平野部が大きな面積を占める。 

• 農村地帯から宅地化。それでもかなりの部分
に農地が残る。(関谷に次ぐ農業地帯) 

• 西部に東レ研究所の丘陵地帯 

• 南部に丘陵地帯((戦場)峯)と麓の谷戸(西ヶ
谷:手広の本村) 南部の尾根も宅地化が進
む 

• 東部境の尾根にモノレール その麓に造成住
宅地(谷際) 



昭和21年2月15日 
平成19年4月26日 



昭和29年                      平成26年 

南部片岡で宅地化が進んだ例 



片岡の尾根の突端部の名残 



昭和29年       西ヶ谷         平成26年 
 
手広の本村 
農村の雰囲気を残している。 



手広 太谷 

昭和21年                平成16年 



手広 大谷の古写真と
現在 



        (戦道)峯             

手広地区に属するが地勢的には腰越津(神戸川流域) 
 
まだ山里の雰囲気が残っている 





宅造で明るくなってしまった谷戸坂の切通 



笹田 八反目 谷際 

平野部の農地は宅地化 

農地が多く残る 

谷際は造成された宅地 



手広の緑地 モノレール下は谷際の住宅地 



腰越・津・津西・西鎌
倉・七里ガ浜・東七里
ガ浜・鎌倉山について 

これらの地区は元々、腰越・津 地区 
(鎌倉山は一部笛田) 



小字の位置と境界がだいたいわかる。 

昭和29年 鎌倉の地図の一般的な場所の表示(深沢付近) 



 
腰越・津地区の小字名 表記例 

従って、腰越・津は一体化して記述 
小字を示すのは断念 
ただし、領域は広いので、七里ガ浜・東七里ガ浜・鎌倉山と 
腰越・津・津西・西鎌倉 と分ける。 

コは腰越の字名 
ツは津の字名 

腰越と津の字が狭い地域で
複雑に入り組んでいて 

明確に分離して表示するこ
とが困難であったと推定 



七里ガ浜 東七里ガ浜 
鎌倉山 

東七里ガ浜 

七里ガ浜 

鎌倉山 



昭和21年2月15日 
平成19年4月26日 



鎌倉山 
 
尾根の街 
 
景観の変化はあまりなし 



七里ガ浜・東七里ガ浜 

行合川流域の丘陵地帯 

宅地造成された大住宅地帯 





(東)七里ガ浜の台住宅地のなかでの谷戸の名残 

昭和42年6月1日の空撮写真 

柴崎牧場があった 

谷戸は開発からの
取り残されている。 

平成26年 



昭和47年の柴崎牧場付近 



柴崎牧場のあった谷戸の奥 



浄化センターから見た椀田谷方向 
(昔の谷戸より奥) 



腰越 津 津西 西鎌倉 



腰越・津・津西・西鎌倉の特徴 
(概略・細部は例外あり) 

• 腰越・津東部 
– 広町緑地として保全 

• 腰越・津 神戸川左岸 
– いくつかの谷戸→宅地造成住宅地 

• 腰越・津 南部 
– 腰越市街地 

• 津西西部 
– 丘陵地帯→造成宅地 

• 津西東部(神戸川右岸) 

– 谷戸が残っている。 

• 西鎌倉 

– 丘陵地帯→造成宅地 

 



昭和21年2月15日 平成19年4月26日 



昭和22年                平成19年 
 

             広町周辺 

広町の緑地帯として残る 



御所ヶ谷の畑 



神戸川左岸(丹後ヶ谷 室ヶ谷 日坂等) 
室ヶ谷を除き宅地造成されている。 



元丹後ヶ谷(現御所ガ丘)の住宅地  
農地がある部分が昔の谷戸の部分 



室ヶ谷 



日坂西の谷戸(名称 未確認) 



昭和29年                      平成26年 

           猫池 蟹田谷 
 
ほぼ宅地化 
猫池には谷戸の雰囲気が多少残る 



猫池  昭和48年4月 



現在の猫池方面 



猫池から 



現在の猫池方面から  モノレールの高さに留意 



昭和29年↑ 昭和22年↓           平成26年↑  平成19年↓          

諏訪ヶ谷 加持ヶ谷 子の神谷 



加持ヶ谷 



子の神谷 



昭和29年↑昭和21年↓              平成26年↑平成19年↓ 

御嶽谷戸 神明谷戸 



御嶽ヶ谷戸 



御嶽ヶ谷戸 



神明ヶ谷戸 
現在 腰越なごやかセンター 



昭和29年                       平成26年 

昭和21年        西鎌倉    平成19年 



谷戸調査しての所感 
(大船玉縄含む) 



宅地造成による谷戸
の消滅 
 
鈴木正一郎氏撮影時は宅地造
成の最盛期 
 
怒りのコメント 









鎌倉郊外は大変貌 
 

今、住んでいるところが「台」「丘」でも、本当
は「谷」「沢」だったかもしれない 
  例 今泉台 御所ガ丘 
 

郊外宅地が不人気となり空き家が増えてき
た今でも宅地造成は続いている。 
(調査時 手広 城廻で出くわした) 
 
 
 
 
 
 

一旦宅地化したものは元には戻せない 



手広 



城廻 



山中の畑の自然回帰 



常盤山 



北鎌倉       
左の写真は映画「麦秋」(昭和26年)より 



地名で気付いたこと 

• 同じまたは同種の地名が多い 

– 耕地(河内) 

– 打越 

– (大)谷戸、大谷 

– 戸部 

– X反目(田) 

– 亀井、瓜谷 

• 腰越・津の字名は分離不能(説明済)  



耕地・河内 
 
田の大きさを表す地名 
 
打越 
 
戸部 



玉縄 

笛田/常盤 

山崎 

打越の場所 



写真の記録について 

• 何が記録すべき風景かは、そのときはわから
ない 

• 風景が変わって初めて変わる前の風景の記
録が必要なことがわかる 

• Google Street View でかなりの風景が記録 

• しかし、過去の記録がどこまでアーカイブされ
ているか不明 

• 「谷戸の記録」ではなんでもない谷戸の風景
も撮影記録し 後世に残すことも目的 



空撮写真は国土地理院がインターネット上に公開している写真を使用 

国土地理院・空中写真閲覧で検索 



詳細は (続)鎌倉 谷
戸の記録(下)を参照 
 

深沢図書館をはじめ、
市内各図書館で閲覧
可能 



本スライド(PDF版)は当面の間 
湘現会ホームページ(湘現会で検索)からCPCの会のページにアクセス 
CPCの会のページのどこかに(場所未定)に本スライドを閲覧できる場所を 
設ける予定 

CPCの会のページ 
をクリック 


